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Abstract：Thepurposeofthisstudywastoclarifyconcretelythepresentconditionandfutureconsiderations

oftheteamapproachforTMDpatientsinourhospitalfromtheviewpointoftheproblemspointedoutinour

previousreport.

Westudiedclinico-statisticalobservationonTMDpatientsregisteredinpolyclinicintensiveoralcareunit

during1997.Thenumberofpatientswas294andtheratioofthepatientsattendedonreferralwas28.9％.Both

numbershadincreasedonlyslightlysinceourunitwassetupinNovember1993.Generalcharacteristicsofthe

patientsweresimilartothosereportedinthepaststudiesaboutTMDpatients.Astoourteamapproach,cases

inwhichmorethanonedepartmentwereinvolvedwerelessthan10percentandreferraltomedicaldepartment

wasonlyonecase.Regardingourtreatment,splinttherapywasmainbeingusedformorethan60percentcases.

Themeannumberofattendancewas6.4times,andthemeandurationoftreatmentwas3.6months.

Asfutureconsiderations,weneedtoincreasetheuseofphysicaltherapyandpsychosomatictreatment,

strengthentheassociationwithmedicaldepartmentsforthatpurpose,andexpandtheapplicationofthe

treatmentsusingdentalspecialty.Throughthoseefforts,weneedtoimprovethequalityofourteamapproach

towardtruemultidisciplinaryapproach.Inaddition,weshouldestablishthesystemtomanagepatientsforlong

termandstrengthenthenetworkwithlocaldentistsandmedicaldoctors.

抄録：本論文の目的は，当院顎関節症診療体制の現状と課題について，前報で提示された課題の観点から具体的に明

らかにすることである。

平成９年に特殊歯科総合治療部に登録された顎関節症患者を対象に臨床統計的検討を行った。平成９年の患者数は

294名，紹介患者の比率は28.9％で，平成５年11月に特殊歯科総合治療部発足以来の増加は漸増にとどまっていた．登

録患者の全般的な特徴は，顎関節症患者を対象とした従来の報告とほぼ同様であった。チーム診療体制については，

複数科が関与した症例の数は１割に満たず，医科への紹介は１例のみであった。治療については，スプリント療法が

６割以上の症例で用いられ主体であった。平 通院回数は6.4回，平 治療期間は3.6ヶ月であった。

今後は，理学療法と心身医学的療法の拡充，そのための関連医科との連携の強化，歯科の専門性を活かした治療適

応の拡充を通じ，チーム診療の質の向上を計る必要があると えられた。さらに，リコールを強化し長期に渡る患者

管理体制を確立することや，診療体制の活動内容について紹介する機会を増やし，地域ネットワークを強化する必要

もあると えられた。

緒 言

新潟大学歯学部附属病院では，顎関節症に対し，集学

的な対応が必要との認識から，平成５年11月より特殊歯

科総合治療部を窓口としたチーム診療体制が採られてい

る。

前報 では，チーム診療体制の特徴として，初診時に特

殊歯科総合治療部で患者登録が行われ，共通の問診表と

プロトコールが用いられていること，各診療科の委員か

らなる顎関節症治療作業部会が設置され，毎月開催され

る症例検討会により，各診療科の協力と知識の集約が行

われていること，さらに，メーリングリストやホームペー

ジを利用して意見の交換や議論が行われていることを紹

介し，課題としては，治療が複数の診療科に及ぶ症例の

把握，共通資料の管理と活用，関連する医科との連携が

挙げられることを報告した。

今回は，当院顎関節症診療体制の現状と課題について，

前報で提示された課題を中心に具体的に明らかにするこ

とを目的に，特殊歯科総合治療部に登録された患者につ

いて臨床統計的検討を行ったので報告する。

調 査 対 象

平成９年の１年間に，いわゆる顎関節症の症状を有し

ていると判断され，予診室あるいは紹介によって特殊歯

科総合治療部に登録された294名を対象とした。

なお，当期間において直接当院口腔外科へ紹介され，

特殊歯科総合治療部で登録を受けていない顎関節症患者

97名については，今回の調査対象に含まれていない。

結 果

1. 紹 介 患 者

紹介を受けた患者数は85名で，全体の28.9％であった。

紹介元医療機関の内訳は，歯科医院32名（10.9％），当院

他診療科25名（8.5％），総合病院歯科17名（5.8％），医

学部附属病院７名（2.4％），病院・医院４名（1.4％）で

あった。
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